
高脂血症治療剤
指定医薬品

（ベザフィブラート徐放錠）

平成１６年１０月

薬 剤 名 等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

インスリン 低血糖症状があらわれることがあ
る。併用する場合には血糖値その他
患者の状態を十分観察しながら投与
すること。

インスリン感受性増強等の作用によ
り、血糖降下作用を増強すると考え
られる。

陰イオン交換樹脂剤
コレスチラミン

本剤の吸収が遅延又は減少する可能
性があるため、併用する場合には、
少なくとも２時間以上の間隔をあけ
て投与すること。

陰イオン交換樹脂剤の吸着作用によ
ると考えられる。

頻度不明

筋 肉注１） 筋痙攣、CK（CPK）上昇、筋肉痛

注１）このような場合には減量又は休薬すること。

―医薬品の適正使用に欠かせない情報です。必ずお読み下さい。―

使用上の注意改訂のお知らせ

このたび高脂血症治療剤ベザテートSR錠２００〔沢井製薬（株）製造〕につきまして、平成１６年９月２９日付厚生労

働省医薬食品局安全対策課 事務連絡等に基づき、使用上の注意を改訂することになりましたので、お知らせ申

し上げます。

記

１．改訂内容（下線部改訂又は追加箇所）

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること）

７）スルホニル尿素系血糖降下薬（グリベンクラミド、グリクラジド、グリメピリド等）、ナテグリニド及

びインスリンを投与中の患者（「相互作用」の項参照）

３．相 互 作 用

２）併用注意（併用に注意すること）

４．副 作 用

１）重大な副作用（頻度不明）

�皮膚粘膜眼症候群（Stevens‐Johnson症候群）、多形紅斑：皮膚粘膜眼症候群（Stevens‐Johnson症候
群）、多形紅斑があらわれることがあるので、観察を十分に行い、異常が認められた場合には投与

を中止し、適切な処置を行うこと。

２）その他の副作用

☆次頁以降に改訂後の「使用上の注意」全文が記載されていますので、併せてご参照下さい。
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２．ベザテートSR錠２００「使用上の注意」全文
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２００４年１０月改訂（下線部改訂又は追加箇所）
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